
- -26

第３７回県政世論調査結果（森林づくりに関する調査）
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Ｑ 森林のはたらきに対して費用を負担しよう

と思いますか？

Ｑ １年間にいくらまでなら負担してもよいと

思いますか？

Ｑ 森林の荒廃に関心がありますか？

（ ）Ｑ 暮らしの中で森林に期待するはたらきは何ですか？ 回答は３つまで

◇概 要：平成16年７月14日～８月４日に、県内在住の20歳以上の男女3,000人(無作為抽出)を対象に郵送で実施
◇回収率：６０.５％【１,８１５人（男性41.7％、女性47.2％、無回答11.1％ 】）

※負担してもよい方にお聞きしています。




